
 
 
 

                                             
 
 
 
 
                 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ～ 期待を実績に！ ～ 
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12 月 26 日 掛川市（旧小笠郡 大須賀町）生まれ 

大須賀町立横須賀幼稚園 卒業 

磐田市立磐田西小学校 卒業 

磐田市立第一中学校 卒業（水泳部所属） 

磐田市立磐田南高等学校 卒業（弓道部所属） 

早稲田大学 政治経済学部政治経済学科 卒業 

早稲田大学大学院 政治学研修科修士課程 修了 

農林中央金庫（JAバンク）入庫 

農林中央金庫を退職し松下政経塾に入塾 

日本公共政策学会 入会（現在、日本公共政策学会員） 

民主党静岡県第 3区総支部長 就任（松下政経塾を自主退塾） 

第 45 回衆議院議員選挙にて初当選 

衆議院議員（財務金融委員会・災害対策特別委員会に所属） 

磐田市中泉（西新町）在住 

 衆院本会議 高校実質無償化法案   

画期的な制度改革 
 2月 25 日の衆院本会議で、川端達夫文部科学大臣が行った高校実質無償化法案の 

趣旨説明に対し、民主党・無所属クラブを代表して、江端貴子議員が質問しました。  

江端議員はまず、施政方針の「未来を担う子どもたちが自らの無限の可能性を自由に追求していける

社会」の実現こそが今の日本で何よりも求められていると指摘。この法案は、社会全体で子どもたちの

「学び」を支える「画期的な制度改革」を目指すものであり、その円滑な実施には、国民の理解と協力

が不可欠だとして、改めて高校無償化を実施する趣旨・意義を質問しました。 

 川端大臣は、家庭の状況にかかわらず、全ての意志ある高校生等が安心して教育をうけられる社会を

つくるため、公立高校の授業料を無償化するものであると答弁しました。 

 

民主党静岡県第3区総支部事務所 
 

438-0078 磐田市中泉（御殿）656‐1 

TEL   0538‐39‐1234 

FAX   0538‐39‐1235  

E-mail  n_koyama@aroma.ocn.ne.jp 
 

※ お気軽にご連絡・ご来所ください（磐田駅南口より徒歩 3分）。 
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